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　主述述語文とは、品玉構造が述語の主要な成分となる文であると定義されている。（北京語言

学院編「新中国語」，1980）中国語の主記述語文のタイプを見るとき、述語の成分によって分類さ

れていることが多い。胡裕梼の「現代双濡」（修汀版，1991）では「述語の成分からみると、動詞

的述語文、形容詞的述語文、名詞的述語文に分けることができる。…よって、主点述語文も動詞

文（迭些事他言知道。）、形容詞文（他家一向客入多。）、名詞文（迭神菜一毛銭一斤。）に分類し

なければならない」と述べている。同じように、黎錦鳥（「論式句的瓦解」，1953）は「迭介意思

潮憧。」を例として挙げ、『「迭・卜意思」は主語であり、論法」はこの主語を説明する述語である』

としている。それに対して、王力は（「主悟的定文扱其在双晶中的泣寄」，1956）『「迭・卜意思我瞳。」

は「倒楽句」であり、目的語を前置している』と主張している。さらに丁声樹（「現代沢悟濡法

話活」，p25）は、『その文は主述述語文であると考えられるが、意昧的には、主語は主述述語の「受

事」である』と述べている。

　単文だけから見ると、特に動詞が主面構造になる場合は、大河内康憲が「β中対照文法論一主

語及びそれとかかわる問題」の中で指摘したように、中国語の動詞文の主語（厳密には主語のと

ころにくる名詞）は動作の主体でないものが多く、そのため中国語の主語についての見方の違い

により、また別の異なった見解が生まれる原因となっていると考えられる。

　一方、現在中国の大学で使われている教科書をみると、張静氏が主治した「新編現代双漉」（1986）

では、往恒成分の述語は動詞的なものであるから、文全体は動詞述語文に属しているはずであ

る。」としており、主述述語文は取り上げていない。劉月華が主編した外国人向けの文法書であ

る「実用現代双悟浩法」（！983）においても、主述述語文を動詞述語文の一種に分類している。

　日本で出版された幾つかの中国語教科書を見ても、文法的には単文しか扱われていないか、導

入の順序としては「単文→複合文」のように教えているのが殆どであって、意味的にも「～は…

がどのようだ」（「中国語さらなる一歩」竹島金吾，！998）のような形容詞文が多く見られる。

　かって私の小アンケートで、「山鼠大学留学生恨多。」という文を「私達の大学の留学生が多い。」

と訳したものが多くあった。この原因は先に述べたような指導によるもの、つまり大主語と小主

語との関係に対しての理解が不充分であったからではないかと思われる。さらに「他イ11価一杢在

上海工：作，一冷在北京工作。」という文を「彼ら二人の一人は、上海で働いていて、もう一人は、

北京で働いています。」として、ξ～は…杢どのようだ」といった文型を使わないのが普通である

ことも分かった。

　私は主述述語文を考える場合、さらに教える順序を決めるときにはその代表的なタイプ、後に

述べるような複合文の形や意味をも検討しておかなければならないと考える。

　主述述語文を文法的な形から一般化すれば、次のタイプとなる。尚、本研究ノートでは、文全

体の主語を吠主語」と呼び、S（大）で表記し、述語に含む主語を「小主語」と呼び、　S（小）
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で表記し、述語をPで表記することにする。

主述述語文のタイプ

　タイプ（1）は、大主語に対して小主語は一つがあり、大主語の一つの側面を述べている形で

ある。

　　　　　　　　　　　　　S（大）　　　　　　述語（P）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　S（小）　　　述語（P）

　　（1）　我イロ学校留学生理解。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「新中国語1」）

　　　　　　　　　　　我伯学校（大）　留学生（小）　物事（P）

　タイプ（2・1）は、二つ以上の小主語があり、その小主語は大主語に対して幾つかの側面を

述べている形である。

S（大） 述語（P）

S（小1） 述語（P1）

S（小2） 述語（P2）

S（小3） 述語（P3）

P　噂　● ■　，　o

　　（2）　尤年新春，万象更新，佳市即至，皓月当室。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001．2．中央テレビ放送ナレーション詞）

　　　　　　　　　　　　尤年新春　万象（小1）　更新（P1）

　　　　　　　　　　　　　　　　置市（小2）　即至（P2）

　　　　　　　　　　　　　　　　皓月（小3）　当空（P3）

　タイプ（2・2）は小主語が二つ以上あるが、直接には大主語に繋がっているわけではなく、

また大主語との間を他の成分が隔てているので、大主語と小主語との位置はある程度自由に離れ

ている。

S（大） 述語など他の成分

述語（P）

S（小1） 述語（P1）

S（小2） 述語（P2）

S（小3） 述語（P3）

o　　・　　・ ・　●　○

（3）　我一下子根塞，胎騰地泓鉦了，心悼悼地跳了起来，放在内衣口袋里的銭十元銭也縮緊

了似的一劫不随地集着我。

　　　　　　　我

腱（小1）

ノ〔〉　（ノ」＼2）

銭（小3）

一下子根寒（P）

騰：地溶長鉦（P1）

悼悼地跳了起来（P2）

皐着我（P3）

（干網北「朋友」）

　タイプ（2・3）は、小主語が二つ以上あるが、小主語から構成されている主述構造はさらに、

小小主語とその述語から構成され、小小主語と小主語全体で、大主語の側面を述べている。尚、

次の例文にある述語の（P）の表示は省略する。
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S（大） 述語（P）

S（小1） 述語（P1）

S（小1．1） 述語（PL　1）

o　●　り ○　●　．

S（小2） 述語（P2）

S（小2．1） 述語（P2．1）

・　g　o o　　・　　・ o　，　o

　　（4）　一奈荒凍的小村庄，几戸人家，疏疏点点，象零落的星星，低屡的小屋，戴着薄薄的雪帽。

　　　　　村共上帖着几株老楡楓麸懇笈：料，光禿的残枝，逢一只寒鴉都不肯栖息。皐村辺，有一

　　　　　介更小的泥屋，就象童活《白雪公主》中那些小倭人住的房子。官的前地是一盈露天石畷，

　　　　　年深日久，畷盈上堆着厚厚的沙土和枳雪，昆得擁脾而孤独。村庄的逸処，圃着一条光帯，

　　　　　那是一条河，河上拮了薄泳，泳戻下，流水的低吟鯛悟也隠豹可聞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丁r摂心中的画」）

村庄（大）几戸人家（小1）疏疏点点

　　　　　　　　　　小屋（小1．1）　　　　戴着雪帽

村羨上（小2）

皐村逸（小3）

　帖立着老楡樹

　　　　　（老楡樹（小2．1））　麸麸笈料

　　　　　　　　　　　残枝　 （ノ」＼2．1．1）

　　　　　　　　　　　　　　　　寒鴉　 （ノ」＼2．Z）

泥屋

（泥屋）（小3．1）　象媛人住的房子

　　　　（前迄（小3．2））　是石磯

　　　　　　　　　　　　　　礪i盤上　 （ノ」＼3．2．1）

村庄透処（小4）圃着光帯

　　　　　　　（光帯（小4．1））　是河

　　　　　　　　　　　　河上（小4．1．1）　結泳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泳屡下（小4．L2）

不栖息

堆着土和雪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低声鋤吾（小4．L2。1）可隔

以上の四つのタイプについて、私はタイプ（1）を単文と呼び、タイプ（2）系列を複合文と呼

んでおく。

主導述語文の特徴

タイプ（1）は主述述語の性質から、三つに分けることができる。

　1動詞的主述述語文　　　　（5）迭件事大家都螢成。

　2形容：詞的主述述語文　　　（6）我イ1］国家物｛介穏定。

　3名詞的主述述語文　　　　（7）迭神布五毛一尺。

このうち動詞的主述述語文は、大主語と小主語との授受関係から、次のように二分できる。

　1大主語は対象であり、小主語は動作主である。

　（8）　迭些事他都知道。
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　　2大主語は動作主であり、小主語は対象である。

　　（9）　小心郷几也不ま。

　この種の主述述語文は普通、指示代名詞や強調副詞「也・都」などによって、一般動詞述語文

の目的語が前置されていると考えられる。

　形容詞的主述述語文では小主語は大主語に属しているため、その間に限定助詞酌」を入れて、

普通の形容詞述語文に言い換えることができる。しかし、そうすれば、タイプ（2）のように幾

つかの小主語を繋げることができなくなるのである。

　　（10）　我幻国家物倹穏定。　　　　→（10’）我イ「1国家的物倹（恨）穏定。

　一方、タイプ（2）系列の主述述語文は、タイプ（1）の述語の特徴を持ちながらも、さらに、

　A、一つの事柄に対して、いくつかの違う側面から描写、説明する。このような文の小主語は

大主語の一部に属している。

　　（11）　女主人起身給我介鋸悦老人是他父衆今年海鳥九十四麦身体巨根健康腰板挺然的，

　　　　　精神述恨好。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王法彦ジ在麦畑ホ山上」）

　この文では「家族関係」、「年齢」、「身体」、「体格」、精神」などの側面から、老人の状況を説

明しているのである。

　B、一つの事柄に対して、いくつかの関逮している部分を対比する。このような文では小主語

は大主語のヂ子鳥」であり、小主語の「和」は大主語と等しい。

　　（！2）　他晶晶一企在上海工作，一高在北京工作。

　　（13）　迭介班的詞学有的証縄，有恵賜足球，有的打盤球。

　例文（12）は二人の仕事の場所が対で出現し、意味上では対比している。例文（13）はクラス

メートの内容を具体的に列挙しながら、一部分一部分で対比しているのである。

　以上のようにタイプ（1）の単文の場合は、小主語が一つであり、大主語に対して、～つの側

面しか描写・説明していないので、例文（12）や例文（13）のように、対比する意味を表すのが

不可能であると思われる。

　　（13’り　　涌出班的同学有的跳鼠。

　しかも、タイプ（2・1）は、大主語と小主語の階層性を持ち、タイプ（2・2）や（2．3）

とも共通する特性があり、後者は前者から派生した形であると考えられる。

　以上述べたように、主述述語文のタイプの中では、タイプ（2・！）はもっとも代表的なもの

であると思われる。タイプ（2）系列の文は、一つの陳述対象に対して、その主述構造は連続し

て出現しているので、意味上においては自然的であり、一つの意味総体を構成しているのである。

主述述語文の指導について

　張旺蕪ら（「主潤潤悟拮梅的悟文模式」，1993）の統計によれば、現代中国語の散文に見られる

主述述語文において、単文が8％しかないのに対して、複合文は92％強を占めているとのこと

である。

　一方、教授学の：角度からみると、教育内容と順序を決める場合には高村泰雄（「物理教授法の

研究」，1987）と板倉聖宣（「仮説実験授業の研究論と組織論」，1988）の考えがたいへん有益であ

ると思われる。

　高村は「科学的概念の形成の全過程にわたって、実体的なイメージの形成こそが、決定的な役
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割を担っている。」とし、填の意味の科学的概念は、実体的イメージを媒介にしてはじめて形成

されるのである。達と述べている。その過程は「まず、教授目標として、生徒たちに形成すべき

科学的概念や法則を設定し、その本質的構造を正しく全面的に担っている実体的イメージを構成

する。」と述べている。

　中国語の主述述語文において、その「本質的構造を正しく全面的に担っている」形は、大主語

の幾つかの側面を説明し、且つ対比する意味も持っているタイプ（2・のの主述述語文である

と考えられる。

　教育内容を決めた後、その教える順序に関して、板倉は、教育内容の導入において「第1問と

いうのは、子どもたちのこれまでの常識的な考え方のまちがい、不充分さを明らかにして、新し

い仮説の設定をうながし、学習動機を呼び起こすとともに、これからの学習の基礎になる確かな

実験事：実を提供するという役割をもっているものである。」と説明している。さらにヂ第2問の

内容は、できることなら、第1間には含まれていない新しい条件を含んでいないような問題をと

りあげた方がよいのである。」と述べている。

　つまり「第1問としては、第2、第3問の場合をも含むようなできるだけ広い範囲を覆う問題

を取り上げた方がよい。」と述べているのである。

　以上述べてきたことから、中国語主述述語文を指導する際には、最初にタイプ（2・1）の複

合文から導入すべきであると考える。

　それは、主述述語文のタイプの申で一番代表的であり、且つ中国語学習者が間違いやすいもの

が、恐らくタイプ（2・1）だと考えられるからである。加えて、中国語学習者がそれに含まれ

る階層性や対比的な意味を理解できるレベルに達しているならば、タイプ（1）の単文とタイプ

（2・2）や（2・3）の複雑i性も理解できるであろうと思われる。

　つまり、先ずはタイプ（2・1）の問題を用いて、そのタイプに含まれている説明と対比の意

味と、主述述語文の階層性を学生に理解させるように指導する。それは、中国語主述述語文全て

の特徴を持っているものであると考えられるからである。

　もし仮にタイプ（1）の単文から導入したとするならば、タイプ（2・ユ）複合文の階層性や

対比する意味が理解できるようになることは期待しにくい。さらに、タイプ（2・2）や（2・3）

を理解することも期待しにくい。つまり、現行の教科書にあるような単文の形から導入するより

も、タイプ（2・1）を先に教えたほうが効果的であるといえるだろう。

　今まで述べてきた教育内容や順序を示すと以下の通りである。

　　　　　　　　　　　（ステップ）　　　　　　　（内　容）

　　　　　（D　　複合主述述語文（2・1）→①主述述語文の意味（いくつかの側面）

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　②主述述語文の階層性

　　　　　（H）　主述述語文タイプ（1）→①主述述語文と形容詞述語文

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　②主述述語文と前置目的語

　　　　　（擁）　タイプ（2・1）の復習→階層性の再認識

　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　（IV）　タイプ（2。2）（2・3）→①階層性の派生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②大・小主語位置の自由度

　具体的に説明すれば、ステップ（1）では、先ず、タイプ（2・1）を導入する。その流れと

しては、大主語（話題・述べる対象）を導入→話題に対して、いくつかの質問を出す→質問に答
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える→複合文に纏まる→複合文の特徴を説明するのである。

侮（→我）
家
釜
娼
幕
弟

　
釜
娼
嵜
弟

有几口人？　　　→

是什広人？　　　→

在郷几倣什広？→

在郷几倣什ム？→

在郷兀倣什広？・→

有四ロ人

是大夫

在医院　　上班

在北京　　工作

在日本　　留学

（14）　我家有四口人，釜釜在大学教お，娼娼在医院上班，寄嵜在北京工作，弟弟在上海念醤。

北京

（15）　北京入根多，

　　人　　　　悠広祥？

　　弓路　　　寛不寛？

　　公共汽奈　掛不掛？

　　奈西　　　貴不貴？

弓路根寛，公共汽布根挑，

締

→

→

　　　→

奈西根便宜。

入根多

弓路根寛

公共汽：年根掛

奈西根便宜

　ステップ（H）では、ステップ（1）を説明した上で、タイプ（1）はタイプ（2．1）から

簡略化した文であることを説明する。

　　（15’）　北京奈西根便宜。

　最後に、ステップ（皿）とステップ（W）については、授業時間の都合に合わせて、タイプ（2・

1）に戻り、それかPPら派生したタイプ（2・2）や（2．3）を説明すれば良いだろう。
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